



シェイクスピア(Shak es pea rel の 『ハムレット~ (Hamlet 1600年頃)が夏
目激石の 『草枕 ~ (1906年)に影響を与えたことは，これまでにも知られて
いる。j秋石が 『草枕』を執筆した当時は坪内遁遥の 『ハムレット 』がもては





























ま，失意のうちに発狂して水死してしまう 。 この小川 で亡くなる場面は，実
際に舞台で演じられることはなく ，王妃ガートノレード(Gertrude)の台詞の中
で様子が語られるだけである。
Queen. There is a willow grows askant the brook 
That shows his hoary leaves in the glassy stream 
Therewith fantastic garlands did she make 
Of crow-f1owers， nettles， daisies， and long purples， 
That liberal shepherds give a grosser name， 
But our cold maids do dead men's fingers call them. 
There on the pendent boughs her crownet weeds 
Clamb'ring to hang， an envious sliver broke， 
When down her weedy trophi巴sand herself 
Fell in the weeping brook. Her clothes spread wide， 
Which time she chanted snatches of old lauds， 
As one incapable of her own distress， 
Or Iike a creature native and indued 
Unto that element. But long it could not be 
Till that her garments， heavy with their drink， 
Pull'd the poor wretch from her melodious lay 



















引きずりこんでいきました。 (第 4幕第 7場)3)
しかし， この場面は芸術家の創作意欲を刺激するらしく，多くの画家が題
材として取り上げている。




たシエリー (Shelley)かキーツ (Keats) の着想の可能性もある 4)









ジョージ ・フレデリック ・ワッツ (GeorgeFrederic Watts)は，後に舞台で
オフィーリア役を演じて高い評価を得たエレン ・テリー (EllenTerry)をモデ



















































10月 25日 (木) (パリにて) 美術館を覧る。
10月 27日 (土) (ノfリにて)博覧会を覧る。
11月 3日 (士) British Museumを見る。
II月 5日 (月) National Galeryを見る。
明治 34年
l月 29日 (火) Water Colour Exhibitionを見る。
(中略) Portrait Galleryを見る。
2月 l日 (金) Picture Galeryを見る。
3月 27日 (水) British Museum及び NationalGaleryに至る。
4月 7日 (日) South L. Art Galeryに至る。
6月 22日 (土) Earls Courtの Exhibitionを見に行く。
9月 7日 (土) National History Museumに至る。









も登場する浅井忠が，明治 35年 7月初めにパ リからやってきており秋石た
ちは浅井氏を案内してテー ト・ギャラ リーに行っている。数々の名画を見な
がら慈蓄を傾けた浅井画伯の説明を激石は熱心に聴いていたそうである。 7)
また，明治 34年 7月にj秋石はロンドン留学中 5番目(最後)の下宿，クラ





































































o heat， dry up my brains. Tears seven times salt 
Burn out the sense and virtue of mine eye. 
By heaven， thy madness shall be paid with weight， 
Till our scale turn the beam. 0 rose of May! 
Dear maid --kind sister --sweet Ophelia! 
o heavens， is't possible a young maid's wits 
Should be as mortal as an old man' s life? 
Nature is fine in love， and where 'tis fine 
It sends some precious instance of itself 










いちばん大切なものを捧げたくなるのだろう 。(第 4幕第 5場)
この後， レアティーズも一緒に歌うように誘い，他愛もないことを話し，
更に歌って退場する。そしてレアティーズは 「たとえおまえが正気で仇を討






















那美には， ミレーのオフィー リアを連想させる 言葉も多い。画工に，鏡








い女の浮いている所をかいたら ， どうだろうと思」 う。 rあの顔を種にし
て，あの椿の下に浮かせて ，上から椿を幾輪も落とす。椿が長えに落ちて，
女が長えに水に浮いている感じをあらわしたしリと考えるが 矢張御那
美 さんの顔が一番似合う様だ」とは思うものの 「あの表情では駄 目だJr何
だか物足らなし、」 と納得が いかない。色々考えた末，那美の表情には憐れ







『草枕』には，~ハムレット 』 の影響を 受 けたと恩われる場面が多々あり ，





注1) ~草枕』 の引用は ， 夏 目 激石『草枕』 新潮社， 1950年に拠る。
2) Hamletの引用は， Harold Jenkins ed. The Arden Shakespeare HAMLET. London 
and New York: Methuen.1982に拠る。
3)訳文は，小田島雄志 『ハムレット』 白水社， 1983年に拠る。
4)河村錠一郎(監修)Shαkespeare in Western Art 東京新聞， 1982年， 92頁。
5)仁木久恵 『激石の留学とハムレットー比較文学の視点から』 リーベル出版，
2001年， 134頁。
6) Shakespeare in Western Art， 130頁。
7)前田愛 「世紀末と桃源郷 『草枕』をめぐってJ ~坊ちゃん ・ 草枕 Jl ，激石
作品論集成，第 2巻，桜風社， 1990年，262頁。
8)夏目激石 『文鳥 ・夢十夜 ・永日小品』角川書庖，1956年，110頁。
9)この絵は， ~趣味 Jl (明治 40年 3月号)，中村義一 『近代日本美術の側面一
明治洋画とイギリス美術Jl(造形社、 1978年)にも紹介されている。
10)安住恭子 H草枕』の那美と 辛亥革命』白水社，2012年， 26頁。
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